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平成２９年度公開臨海・臨湖・センター実習 実施計画書 

実習タイトル 海産動物の自然史学的研究法 

実習内容                       （３月は国立科学博物館と共催の自然史学の実習で

す。） 

 

 多様な海産動物を採集し，観察や講義を通じて自然史学的研究法を学びます。 

１、 小型ドレッジによる底生動物の採集と水中テレビカメラによる海底観察、潮間帯の磯の

動物採集、形態査定による研究法 

２、 研究用標本として保存するための手法、海産動物の多様性と系統分類の講義 

３、 プランクトン性の幼生のモデルとして、ウニの初期発生から五放射相称のウニ成体まで

の全生活史の観察  

４、 複数の動物群の発生・幼生形態を観察しながら系統関係を考察する比較発生学 

 

実習内容キーワード 自然史学、ドレッジ、磯採集、ウニ、受精、発生、水中テレビカメ

ラ 

担当教員氏名・ 

所属・役職名 

清本正人・お茶の水女子大学・准教授 

協力教員氏名・ 

所属・役職名 

並河洋（国立科学博物館動物研究部・研究主幹） 

他に大学・博物館から発生学者や分類学者数名を予定 

対象学生・学年 学部学生・院生 開講期間 平成２９年３月を予定（募集要項、

ホームページで確認のこと） 

開講大学・施設名 お茶の水女子大学 湾岸生物教育研究センター 

施設の住所 〒294-0301 千葉県館山市香 11 

電話 0470-29-0838 Ｆａｘ 0470-20-9011 

e-mail kiyomoto.masato＊ocha.ac.jp 

（＊に＠を入れてください） 

Web Site http://www.cf.ocha.ac.jp/marine/i

ndex.html 

交通 

案内 

東京駅八重洲南口から高速バス館山駅下車、または JR 内房線で館山駅。JR バス

（西岬方面）で約１５分、「長通り」下車、徒歩１分。 

費用 １日約 2,000 円 

授業科目名 公開臨海実習 

単位数 ２単位 定員数 ２０名 

授業料の徴収について 国・公・私立大学を問わず不徴収 

受講生選抜基準と 

申し込み締め切り 

書類選考。 

締め切りは募集要項やホームページで確認のこと。 

選抜結果連絡法 e-mail によって、履修に必要な情報とともに本人に連絡する。 

 

 


